





は じ め に
本稿は，アフマド・イブン・ファドル・アッラー・ウマリー（Ah・mad Ibn Fad・l Allāh al-
ʻUmarī）著『高貴なる用語の解説』（ａˡ︲Ｔａʻｒīｆ　ｂｉ︲ａˡ︲ⅿｕst・・ａˡａh・　ａˡ︲šａｒīｆ　以下『高貴なる用語』











































我々は，2003年 ₇ 月から「イスラーム世界における書記とその伝統研究会」と称して， ₁
年間に10回程度の研究例会（輪読会）を開催し，『高貴なる用語』を読み進めてきた。今回












































1 ）　wakīl bayt al-māl.  国有地の売却と，私有地の国有地としての買収を担当した役職［五十嵐大
介 2011：82頁］。







































5 ）　スンナ派は国庫を ₅ 番目の相続人としており，他に相続人がいない遺産は国庫に収納される
ことになる［「相続」『岩波イスラーム辞典』］。ここは，国庫より優先すべき相続人がいる場合
には，彼らの権利を尊重すべしという意味であろう。








































11）　「寛大さを押し固めたフェルト」と訳出した libdat gˇawād は「馬のたてがみ」という意味にも
なる。また，「論争で競い合う（istanna fī al-gˇidāli al-mid・māri）」には，競走馬が馬場（mid・mār）
を駆け抜けるイメージが投影されている。



















13）　muqriʼ.  厳密には，muqriʼ はクルアーン読誦を教える者であり，qāriʼ はクルアーンを読誦す
る者。したがって，muqriʼ は qāriʼ でなくてはならないが，qāriʼ が muqriʼ であるとは限らない
［“tadjwīd,” EI2］。
14）　bi-al-h・urūf.  ベイルート版173頁注 ₂ によれば，この表現は，クルアーンが七つの h・arf（複数















18）　ʻAbd Allāh b. ʻĀmir al-Yahs・・ubī al-Dimašqī. 118/736年没。ダマスカス派の読誦学者。ウマイ
ヤ朝カリフ＝ワリード ₁ 世（在位 86～96/705～715年）によって，ダマスカスのカーディーに
任じられている［Ｑｕｒｒāʼ, v. 1：59－68；“Ibn ʻĀmir,” EI2］。
19）　Abū ʻAmr b. al-ʻAlāʼ al-Bas・rī. 157/773－74年または154/770－71年または155/771－72年没。
バスラ派の読誦学者。名前（イスム）については，Zabbān の他に諸説あり。文法学者としても
有名。ヒジャーズやイラクで読誦法を学んでおり，イブン・カスィールの読誦法やアースィム



























向かう途中，レイ近郊で死去［Ｑｕｒｒāʼ, v. 1：149－157；“al-Kisāʼī,” EI2］。
22）　「我」が具体的に誰を指しているかは不明。





24）　Hamza b. H・abīb al-Kūfī al-Zayyāt. 156/772－73年または158/774－75年没。クーファ派の読誦
学者。イランの H・ulwān 出身。クーファで油やチーズなどを扱う商人でもあった。読誦法をアー
スィムにも師事。キサーイーは彼の弟子の一人［Ｑｕｒｒāʼ, v. 1：112－124；“H・amza b. H・abīb,” EI2］。
25）　ʻĀs・im b. Bahdala al-Kūfī. 127年末または128年初/745年没。クーファ派の読誦学者。小麦商で
もあった［Ｑｕｒｒāʼ, v. 1：75－80；“ ʻĀs・im,” EI2］。
26）　ノアの洪水の話を伝える『クルアーン』11章43節の一部「今日こそ，神の命令から守ってく
れる者はない（lā ʻās・ima al-yawma min amri Allāhi）」の表現を借用している。人名のアースィ
ムと「守ってくれる者（ʻās・im）」を重ねた言葉遊び。
27）　Nāfiʻ b. ʻAbd al-Rah・mān al-Madanī. 167/783－84年頃没。メディナ派の読誦学者。一族の出身
はイスファハーンとも言われるが，本人はメディナ生まれ。［Ｑｕｒｒāʼ, v. 1：104－109；“Nāfiʻ b. 


































35）　ʻawālī （sg. ʻāliya）.  原義は最高地点。伝承者の人数や質などの点から特に優れているイスナー
ドを isnād ʻālī（高いイスナード）という［Ｔａｒtīｂ　ａˡ︲ｒāʷī, v. 2：159－169］。
36）　Ibn ʻAbd al-Barr.  アンダルスで活動した系譜学者，法学者 Abū ʻUmar Yūsuf b. ʻAbd Allāh 
Ibn ʻAbd al-Barr のことであろう。368/978－79年，コルドバの学者家系に生まれ，リスボンな
どでカーディーを務めた。463/1070－71年没［ʻʻIbn ʻAbd al-Barr,” EI2］。
37）　H
˘




38）　šadda al-nit・āqa.  「決意を固める」という意味の表現か。
39）　qaʻada al-qurfus・āʼa.  原義は「しゃがむ」。当時の講義は，両立て膝で床に座って聴講すること
が普通であった。ところがこの場面では，座る余地がないため，学生はしゃがんだ体勢で講義
を聞いているのである。
40）　ʻuqūd-hu al-s・ih・āh・.  真正なハディースを喩えた表現。
41）　rigˇāl （sg. ragˇul）.  原義は「人」。伝承経路の信頼性を評価するために，そこに含まれる伝承者
























43）　taʻlīl . ʻilla （pl. ʻilal）（イスナード中の隠れた欠陥）の存在を指摘するということか。
44）　nah・wī.
















49）　前述の文法学者，Abū al-H・asan ʻAlī al-Kisāʼī のこと。前掲注21参照。
50）　Abū al-Aswad al-Duʼalī. アリー派の人物で，おそらく作り話ではあるが，アラビア語文法の規則



















































58）　yuns・aba imāman bi-al-tamyīzi. nas・aba とは，文法用語としては単語の語尾を a の音にするこ
とで，名詞の場合は一般に対格となる。tamyīz とは，ある名詞に非限定対格の名詞を後置する
ことで，先行する語の意味の曖昧さを補い，特定することをいう［Gully 1996：153］。










































64）　mufrad.  ₁ 種類の生薬からなる薬を指す［医学の質問集：437－455頁］。
65）　murakkab.  単独薬品を調合して得られる薬を指す［医学の質問集：437－455頁］。
































69）　mutat・abbib bi-al-kuh・l. 眼科医を指す表現［研究篇：220］。kuh・l は中東で古くからアイシャドー
や眼病の薬として利用され，同じ語根からの派生形 kahh・・āl も「眼科医」を指すようになった。
なお，kuh・l は一般に「硫化アンチモン」のこととされるが，実際にはトルコ石や酸化亜鉛など
さまざまな鉱石の混合物であった［“ ʻayn,” “kuh・l,” EI2］。
70）　ʻayn.  この単語には「金貨」だけでなく「目」の意味があり，掛詞になっている。さらに，後
続の句の「別れ（bayn）」と韻を踏んでいる。




述される『クルアーン』84章 ₆ 節にある insān という単語は，通常「瞳」ではなく「人間」の
意味で解釈される。






























74）　al-sawād al-aʻz・am. sawād は「黒」を意味する語であるが，「群衆」をも意味する。目と人間
と両義的にとれる表現が続いており，この句も「大多数の人間が健康であるように」と訳出で
きる。
75）　dirham.  この語は，ディルハム銀貨 ₁ 枚分という重量単位としても使われる。








. 古代から使用されていたペルシアの距離の単位。パラサングとも。 ₁ ファルサフが ₃









































Ｚīɡˇ　 ａˡ︲ɢˇāⅿｉʻ（『天体暦集成』）と Ｚīɡˇ　 ａˡ︲ʙāˡｉġ（『天体暦大成』）がある［“Kušiyār b. Labān,” 
EI2］。
89）　mat・āliʻ （sg. mat・laʻ）.  日の出のころに西に没する星（nawʼ, 西没）の180度反対の東にほぼ同時
に上昇する対の星（東昇）を指す。「昇点」とは星が天球の赤道上を東の地平から昇る点を指し，
中世の占星学および時刻測定上の重要概念の一つである［堀内勝 2010：326頁；占星術教程
（2）：316頁 ; “al-Mat・āliʻ,” EI2］。
90）　t・alāʼiʻ-nā al-mans・ūra.  t・alāʼiʻ（sg. t・alīʻa）には「兆候」に加えて「〔軍隊の〕前衛」の意味もあ
ることから，この句は「神の支援を受けし我らが〔軍隊の〕前衛」という意味にもなる。

























































































99）　校訂テキストでは，lam yūgˇad fī-hi nass・・un ［wa］ agˇmaʻat ʻalay-hi al-ah・bāru となっており，
wa が補われているが，Ｌ写本とＢ写本にはこの wa は存在しない［校訂：202頁注10］。ここで




































101）　校訂テキストには wa-yuqirru ʻalay-hi とあるが，文意が通じない。ここでは lam を補い，
wa-lam yuqirr ʻalay-hi と否定文として読んだ。

































106）　fa-l-yaltazim al-gˇadada. ʟｉsāｎ の gˇadda の項によれば，諺に「荒れ野を行く者は躓きを免れ
る」といい，「統一見解の取れた道（t・arīq al-igˇmāʻ）を進む者」を意味する［ʟｉsāｎ, v. 2：200］。
107）　校訂テキストには wa-l-yuhs・・in ʻamala-hu とあるが，底本（Ｌ写本）に従って wa-l-yah˘
uss・・ 
ʻamala-hu と読む。
108）　校訂テキストには wa-l-yaqif ʻinda-hu h・addu-hu とあるが，底本（Ｌ写本）に従って wa-l-
yaqif ʻinda h・addi-hi と読む。
109）　t・awru-hu fī al-T・ūri. モーセの十戒のこと。
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EI2：Gibb, Hamilton Alexander Rosskeen, et al., eds.  Ｅｎｃｙｃˡｏｐａｅdｉａ　ｏｆ　 ɪsˡａⅿ.  New edition. 
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